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当期（2006年2月期）の総括
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当期の業績（2006年2月期）

上半期に集中させた投資を回収し切れず増収減益

¥13.00¥31.00¥13.001株当たり配当金

¥42.56¥103.65¥37.941株当たり当期純利益

△1,48512,7151,2909,93911,230　うちDOMO売上高

△1531,4551291,1721,302当期純利益

△6032,592△962,0851,989経常利益
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期初予想比

△96
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51

493

前年同期比

1,0911売上総利益

2,604営業利益

8,307販売費及び一般管理費

売上原価

売上高

（単位：百万円）

19,238

8,327

期初予想

（06/2期）
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求人広告市場の状況

求人広告市場は件数ベースで3年連続増加

全国の求人広告件数の推移
（正社員系及び非正社員系の合計、求人情報誌のみ）
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出所：（社）全国求人情報協会資料

14四半期連続前年同期比増加
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求人広告市場拡大の背景（非正社員系）

実需だけでなく、顧客及び媒体間の競争激化も市場の拡大に影
響していると推測される

実需の回復による

求人広告の増加

人材需要・広告需要は

引き続き堅調

実需以上の広告掲載

人材サービス企業の

収益圧迫

広告予算総額の抑制

安価なネットへのシフト

紙媒体予算の縮小

景気回復

人材需要回復

人材サービス企業の

スタッフ調達の競争激化

掲載媒体の増加

求人媒体間の競争激化

ダンピングやセット販売

など熾烈な価格競争

求人広告の水増し的増加

生き残りをかけた競争

新規参入や既存企業の

無料誌・ネットへの展開

による媒体数の増加

2003年以降

2004年以降

2005年以降
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媒体別求人広告シェア（東京23区）

大口顧客のインターネットへのシフトが顕著になっている
– 同時に複数媒体のセット販売やダンピングによる水増しも推測される

主要求人媒体の構成比
（広告件数ベース、東京23区内）
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紙媒体は週平均掲載件数を、
インターネットは各月1回カウントした掲載件数を
もとに構成比を算出
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DOMO首都圏版の状況

成長を支えていた人材サービス業向け売上の鈍化を

その他の業種（飲食業など）向けの増加で補いきれなかった
業種別売上高　前年同期比増減（首都圏版）

-50.0 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

04/2 Q1 04/2 Q2 04/2 Q3 04/2 Q4 05/2 Q1 05/2 Q2 05/2 Q3 05/2 Q4 06/2 Q1 06/2 Q2 06/2 Q3 06/2 Q4

（
前
年
同
期
比
増
減
：
%
）

人材サービス その他サービス 卸売・小売 飲食 その他 合計

2004年2月期
首都圏版売上高
前年同期比80.9%増

2005年2月期
首都圏版売上高
前年同期比68.1%増

2006年2月期
首都圏版売上高
前年同期比14.3%増
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DOMO静岡3版の状況

大幅拡大の反動の中、堅調な成長を達成
– 競合無料誌の攻勢は沈静化の兆し、実需は緩やかな拡大傾向

非正社員系求人広告件数　前年同期比増減
（主要媒体のみ、静岡県内）
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DOMO名古屋版の状況

市場を上回る成長を達成
– 直販体制を中心部に集中させた営業戦略が奏功

媒体別非正社員系求人広告　前年同期比増減
（主要媒体のみ、名古屋市内）
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DOMO新規地域の状況

競争激化により名古屋版ほどのスピードでは市場浸透できず
– 第4四半期では大阪版に好転の兆し、千葉版に減速傾向

千葉版（05/3創刊）

期初予想を上回る進捗

大阪版

売上・件数ともに予想未達

神戸版（05/10創刊）

期初予想を上回る進捗

掲載件数、募集効果ともに

一定の手応え

神戸市営地下鉄全駅設置

認知度改善に加え

営業の後方支援として期待

平均単価は上昇するも

掲載件数は伸び悩み

大阪市営地下鉄全駅設置

認知度改善に加え

営業の大きな後方支援

新規顧客の開拓と

顧客の定着化の両立が

取れつつある

東京（本部）決裁顧客の

掲載促進



今期（2007年2月期）の戦略と業績見通し
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求職者の求人媒体利用状況（自社調べ）

無料誌とインターネットの親和性は非常に高い
– 無料誌利用者の7割がPCを併用、PC利用者の8割が無料誌を併用

無料誌利用（合計）

67.6%

PC利用（合計）

59.1%

3媒体以外の利用

18.8%

無料誌・PC・

モバイル併用

4.1%

モバイル利用（合計）　6.4%

PC・モバイル併用

1.5%

無料誌・モバイル併用

0.3%

自社調べ（2005年7月）　N = 389名

15歳～34歳でアルバイト・パートとして

過去1年半以内の就業経験者を対象

無料誌・PCの併用

41.9%
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求職者の紙媒体とインターネットの併用理由（自社調べ）

併用理由は大きく3つに分類されるが、優先順位や占有比率に
明確な差は見られない

紙での情報より、詳しい情報を確認したい

応募機能を利用したい

時と場合により、たまたま使い分けている
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今期の業績予想及び投資の方針について

媒体間の競争激化、（従来のような）圧倒的な差別化は困難

中期的な成長力のてこ入れが必要

求職者の利用媒体調査が表すように

「紙媒体＋インターネット」の両立こそ当面の成長の鍵

成長路線回帰に向け、今期は積極的に投資
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今後の戦略と課題①

インターネットを強化し、「紙とインターネットの両立」を目指す

首都圏以外の掲載開始

募集効果の引き上げ

商品としての確立
広告宣伝費の

大半をネットに投入

駅への設置の強化

現在の優位性を再強化

DOMO NETの強化

見やすさ、検索しやすさを

再強化

DOMO NETとの連動性強化

DOMOの強化
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今後の戦略と課題②

営業力の強化が今後の成長の鍵を握る

意図した成果を期待できる

営業スキルの定着

営業力の強化

特定地域（大都市中心部）

への集中投下

生産性の改善

担当地域・担当顧客の

絞込み

営業員の増員

営業研修と実践の徹底

営業支援業務の効率化

営業・制作・管理の効率化

紙とネットの連動性確保

基幹情報システムの

再構築

営業支援機能の強化

コスト競争力の強化
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連結業績見通し（2007年2月期）

派遣売却により大幅減収、投資により大幅減益
– 経営資源の集中を進めてきた求人情報媒体事業の再強化が必要
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単体売上高予想（2007年2月期）

DOMOは人材サービス企業以外の顧客開拓を重視、

DOMO NETは首都圏以外の営業も開始

55144200正社員需要の回復、利用者の拡大　ESHiFT

57911,27211,851
千葉、名古屋、大阪、神戸は高成長継続

首都圏は鈍化、静岡は一部ネットへ移行
　DOMO

　DOMO NET

単体売上高

（単位：百万円）

79511,43412,229

16017177首都圏以外の営業開始（4月）

前年同期比
当期

（06/2期）

今期

（07/2期予）
背景

（注） 単体ベースのため、内部取引額が含まれています。
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投資計画の内訳（2007年2月期）

DOMOとDOMO NETの連動性を強化

7512,1832,934DOMOリニューアル、部数増加　印刷費

1,9326,8838,816販管費

166225392営業支援機能の強化　その他原価

123355479営業支援機能の強化　労務費

△2,1791,786△393営業利益

5591,1981,758情報システムの再構築、営業拠点の増床　その他販管費

4111,8872,298駅への配布ラック設置の強化　流通経費

　広告・販促費

　人件費

売上原価

売上高

（単位：百万円）

79511,43412,229

135823958DOMO NETプロモーションの強化

8262,9743,800営業員の増員

1,0412,7653,806

前年同期比
当期

（06/2期）

今期

（07/2期予）
目的
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連結1株当たり指標見通し（2007年2月期）

業績連動の方針に基づき、今期の配当は見送る方針
– 来期からの投資回収（黒字転換）で復配を目指す
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掲載情報について

本資料に掲載されている、アルバイトタイムスグループ（株式会社アルバイトタイムス及び
子会社・関連会社；以下当社グループ）の予想数値あるいは将来に関する記述の部分は、
本資料の作成時において入手可能な情報から得られた当社グループの経営陣の判断に
基づいています。

しかし、業績予想の数値は実際の業績と異なるリスクを内包していることにご注意ください。
当社グループは、常に最新の情報提供に努めますが、実際の業績は、業績予想以後に
実際に生じる市場動向、経済情勢、消費動向、社内事情等の影響を受ける等の事情によ
り、当社グループの経営陣が予想した数値と大きく異なることもあり得ます。
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